
－1－ 
 

                       2016.1.26 教授室 

追手門学院大学経済学部 李 義昭教授 ＶＳ 舩本 幸二理事長 
 

舩本 ＯＮＣＣは、平成２４年９月にＮＰＯ法人の認定を受け、２５年４月茨木市を拠 

点に北摂地域密着型のシニアのカレッジとして、船出してから丸３年になり、 

現在５２０名の受講生が新しい仲間と共に楽しく学んでいます。 

茨木市の生涯学習の指導をされていた李先生のお力添えで、追手門学院 

大学にご後援をいただき、「大学提携授業」を展開することができました。  

当初よりご助言をいただいています先生にシニア生涯学習について忌憚の

ないご意見をお聞かせいただければと思っています。 

李教授 私は、兵庫県の「いなみ野学園」で、高齢者大学を卒業して大学院に進

む方の福祉関係の論文指導をしていました。 同学園は高齢者が仲間づくり 

の輪を広げながら、新しい教養を身につけて充実した生活を創造し、併せて地域社会活動の指導的人材を

養成するため創設されたシニアの学びの場です。 

舩本 そのような学びの機会を、追手門学院大学の「公開講座・授業開放の社会人ゼミ」として創設された 

のですね。 私もゼミ発表会を聴講させていただきました。 

李教授 そうです、大学が地域の人々との結びつきを大切に、大学の授業を聞くだけでなく、若い学生とシ 

ニアが同じ学ぶ者として意見の交換が出来るような場です。ＯＮＣＣの受講生に参加を呼びかけています。 

世代間交流で一番希薄になっている大学生と高齢者との交流を通じて、積極的な学習と新たな自己表現 

を願っています。 

舩本 平成２７年度から地域創造学部が新設されて、地域の人々の生活との結びつきを強め、地域活性化へ 

重要な役割を推進していただけると期待しています。 

ＯＮＣＣも卒業後は、地域との繋がりを大切に、福祉を中心とした生涯学習と 

活動を高めると同時に、充実したシニアライフの一助を目指しています。 

李教授 福祉の活動は、第２の人生の糧になるので、定年になった方々にその 

培ったスキルを活かせるような『居場所と出番づくり』が必要と思います。 

大学は社会的な資源を使用しているので、地域住民が活用できるような大学が 

理想です。 大学の先生方に何を学びたいかをもっと求めればよいと思います。 

舩本 李先生からＯＮＣＣの受講生への提言をお願いします。 

李教授 シニアも学生にも言えることですが、 『いろんなことに興味をもとう！やる前にやめないで、 

今 したいことに先ず挑戦してみよう！』  やりたいときにすることが身につきます。 

ＯＮＣＣからも、行政や地域創造学部に多面的にアプローチされたら如何でしょうか。 

舩本 私たちも、シニアの活動の場を、行政や大学に積極的に要請していきたいと思います。 

9 月に予定の提携授業、李先生の「団塊の世代これまでとこれから」を楽しみにしています。 

本日は、示唆に富んだお話をいただき、ありがとうございました。 

 
 NPO 法人 大阪府北部 コミュニティカレッジ 
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      ～新たに立命館大学大阪いばらきキャンパスの提携授業を開講～ 
 

第１回大学提携授業は、９月９日に追手門学院大学経済学部 李義昭教授による「団塊世代～これまでとこれ

から～」の講義を予定していましたが、近畿地方に大型台風が直撃するという警戒予報がでましたので残念な

がら今回の授業を中止いたしました。 

李先生にお願いしまして、２８年度に同じ内容の講義を予定していますので、ご期待ください。 
 

第 2 回目は、１２月１６日に梅花女子大学 心理こども学部心理学科 太田仁教授による講義「生きる意欲を支え

合う対人関係」を受講しました。 

ＯＮＣＣにとってはフアンの多い太田仁先生は 25 年 7

月の講義以来２回目で、男女とも平均寿命が延びたシ

ニア世代が健康で幸せな生活を楽しむためのヒント(対

人関係のツボ）を教えていただきました。 

７０歳代以降の脳は最も個人差が大きく衰えに差がで

るが、ＯＮＣＣの受講生は多様な交流と知識の再生に努

めている人たちばかりなので、脳の活性化には良い効

果があるとの太鼓判を押していただきました。始めから

終わりまで笑いが絶えない 1 時間３０分、たっぷりと聴かせていただきました。 
 

第3回目は２月１７日,立命館大学政策科学部 飯田未希准教授による講義「戦後日本のマナーの変化」を２７年に

開校された「立命館大学大阪いばらきキャンパス」内Ａ２１０号室にて受講いたしました。 

先ず敷地面積がゆったりした近代的な校舎に感嘆の声を上げながら講義室に入ると、緩やか階段教室。 

自分たちが写っている大きな３つの画面が前面に、その昔受けた校舎とは雲泥の差に目を見張る思いでした。

講師の飯田先生は飾らない雰囲気で我々に問いかけながら進めてくださる講義にひとつひとつ頷きながら聴

かせていただきました。 

「正しい」と思っているマナーにも世代間の違い、地

域の違い、国家間の違い、上下間の違い等、価値観の違

いで異なり、「正しい」と信じていること事態が見方によ

っては「マナー違反」かもしれないということを考えさ

せられた講義でした。 

終了後、50 名のみなさんが２グル―プに分かれて「キ

ャンパスの施設見学」に参加されました。 

 

 
                                  ふれあい交流祭実行委員長 

大西 友次 

「第２回ふれあい交流祭」を１１月１６日吹田市文化会館メイシアターにおいて盛大に開催

する事ができました。これも偏に各部会のリーダー初め、実行委員各位の一致団結のもと

２期、３期の受講生全員のやる気と努力の結果だと思っております。改めて感謝を申し上げ

ます。 

「ふれあい交流祭」は授業の一環でもあり、ＯＮＣＣの講義、授業での学習活動に関する展

示並びに、パフォーマンスではクラス及び個人の特技を披露して頂きました。 

展示に関しては、各学科で学んだ授業内容、自主学習成果、作品等の発表があり、見て

楽しく、お互いに勉強する事が出来たのではないかと思います。パフォーマンスにおいて

平成 27 年度大学提携授業 
 

第２回 ＯＮＣＣふれあい交流祭 
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は多技多彩に亘り、クラス全体での演奏・寸劇あり、個人での落語・フルート演奏には、皆さん感激されたのではな

いでしょうか。 

受講生の皆さん初め、ＯＮＣＣ本部の評価は大変良かったとの報告を受けることが出来ました。また、「ふれあ

い交流祭」を通じて受講生同士のコミュニケーション、地域の同窓会、シルバーアドバイザーの方々との交流を少

しでも深めることが出来たと思っております。 

「ふれあい交流祭」終了後の反省会において色々な問題点、反省点の指摘もありましたが、「第３回」に向けて、

改める所は改め、交流祭が更に意義深いイベントとなります様 ご祈念申し上げます。 

最後に、ご支援、ご協力頂きました関係各位には心より厚く御礼申し上げます。 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

２年間、振り返れば短かったです。授業内容・時間配分・運営に、時々不平・不満を抱くことがあり、教務の方に多々ご迷惑を

掛け、礼を欠いた事と深くお詫び申し上げます。民生・児童委員の私には、貴重な授業で得ることは多くありました。日本は

今、超高齢化社会と言われています。その中で「健康」と「福祉」は大変重要なテーマで、地域福祉を支える主軸です。「高齢

化率」は致し方ないが、「要介護率」の上昇は抑えたいものです。この様な状況で、自分自身「健康な高齢者」を目指し、又地

域社会の福祉の取り組みに更に理解と関心を深めたいと思っています。 

又、２年間共に学んだ仲間は大切な宝であり、今後とも友好を深めていきたいと

思います。２年間ありがとうございました。【文： 森口 隆】 

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

ノルディックウォーキングがあるというだけで参加した、健康・福祉科。中身を見てビッ

クリポン！ボランティア‼ 余り関心の無い内容。久しぶりに始まった見知らぬ人々と

の交流。1年が経ち、居心地が良くなり、みんなに逢える週 1回が楽しみになりまし

た。 

ふれあい交流祭では、出会えた盲導犬をテーマにした講演を行い、皆さまのご厚意により、沢山の寄付を頂くことができま

した。皆様の温かさにまたもやビックリ！それにも増して、チラシ配りや演目を皆で協力して行えた事、メンバーに感謝感激！な

んて素敵なメンバーと改めて感じました。ボランティアはまだまだですが、私の身近な人から幸せへのお手伝いができたらと。

それが２年間の仲間との出会いから学べた、一番の成果です。 【文： 前川 美津子】 

 

 

 

先生の指導で石粉粘土のバスケット作りから始まり、木工、織物細工等の制作に頑張っている間に 1 年が過ぎ、２年目からは

高度になりましたが、仲間の連帯感も高まり、休んで遅れている者、不器用な者を助け、困難な作業は手伝ったりして感動

的な作品が出来上り、クラスで作品発表して皆で喜びを分かち合う満足感に浸りまし

た。また、クラス活動として造幣局、織物会館見学、ハイキングや学習成果発表資料作

成等を通じて交流も深まり全てが素晴らしい思い出になるでしょう。ロボット化してい

く世の中において、ここで学び得た物づくりを続けて地域の活動に生かして行きた

いと思います。卒業にあたり２年間楽しく学び過ごした仲間、松井先生、教務担当中

田さん、稲垣さんに感謝を申し上げます。  【文: 山上 弘】  

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

一昨年の春から受講させて貰いましたが、私は１０年程前に老大の「ハンドクラフト」を

松井先生から習っていましたので年代は違っても余り変わらないものと、軽く考えて始めさせてもらいました。実際に「講

健康づくりと福祉を学ぶ科 ２期生 豊中教室 

自然とものづくりを愉しむ科 ２期生 茨木教室 

卒業を迎えて！ 
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義」「ものづくり体験」を通して、自分の未熟さと甘さを痛感しました。この２年間仲間と一緒に「ものづくり」を愉しむ事が

出来感謝します。それに、先生や教務の方々、ＯＮＣＣのスタッフの皆様、本当に有難うございました。 

今後学んだ事を次の世代に、伝える機会を持ちたいと考えています。 【文： 下野 泉】  

 

 

 

日本が積極的に世界に目を向け始めた信長時代から徳川幕府が行った 250

年にも及ぶ鎖国時代を経て現代に至っています。その間、欧米諸国の植民地

獲得競争によって世界地図は大きく塗り替えられました。今、地球上で紛争・テ

ロ・戦争が多発していますが、その多くは長い歴史に由来するように思います。

今の日本は、他の国々とは違って特別な立ち位置にあるとは言えない位、世

界は狭まっています。２年間 日本の歴史・文学を学んだことを基にして、世界

の動きを見守るのもいいのではないでしょうか？ 裏先生、若井先生、ＯＮＣＣの皆様、貴重な時間を御一緒に過ごす事が

出来、感謝いたします。ありがとうございました。 【文： 御給 伸枝】 

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

アッ！という間の２年間でした。裏先生、若井先生の評判通りの講義は本当に楽しく聞けて、いい勉強になりました。但し、

頭に残っているもの、全く残っていないものがありますが！少しでも記憶する為、講義の概略をＷｏｒｄにて書き留めて、こ

れを読めば思い出されます。それに、なんといっても現地探訪で、法隆寺・箸墓古墳・大神神社、大原野神社、上御霊神社・

日野薬師・相国寺、元興寺・円成寺・柳生の里へ行き、先生の説明を聞けたことがとてもいい思い出です。また、班の親しい

友人ができ、班別行動で行った銀閣寺、服部緑地・今城塚古墳、その後の食事会は忘れがたい思い出です。ＯＮＣＣの関係者、

クラスの皆さん お世話になりましたこと、感謝いたします。 【文： 山口 雅宏】 

 

 

 

長いようで、短い２年間であったと思います。入学当初は 1 年間続けられるかどうか心配でしたが、若井先生と裏先生の授

業が面白く“アッ”という間の２年間でした。 

若井先生の歴史の授業は、従来の説だけでなく、当時の書簡等古文書をもとに新し

い研究成果を教えて頂き、解り易く、興味を持って授業を受けることができました。 

学生時代、古文の授業は大の苦手だったのですが、裏先生の文学の授業は、初めに

作者の時代の政治・経済・宗教・文学等の時代背景と作者の生い立ちを詳しく解説して

頂いたので、文学作品をより深く理解することが出来ました。 

若井先生、裏先生 ２年間ご指導頂きまして、誠に有難うございました。当クラスを代

表して厚くお礼を申し上げます。 【文： 月森 善文】 

 

 

 

リタイア後の余暇をどう過ごすべきかと考えていた矢先、ＯＮＣＣの受講生募集を知り、絵でも描くか！ 部屋に飾ってみた

いのが動機です。筆を握るのは中学以来。入学後、水に映る影、水の流れ、岩に当たる

しぶき、陰と陽等々、また旅先では、この風景を描けたらいいなあ～と。1年目の絵画は

段々と無限大に奥行きの深いことが分り、また納得のゆく作品が出来ず、ため息をつ

くばかり。しかし、土方先生のユーモアを交えた講義、マジシャンのような筆捌き、ポイントを

ついた指導は大変勉強になり、２年目には、部屋に飾れる絵も出来ました。夫婦共々学

んだ２年間、卒業に当たり、先生や教務担当の方に感謝！喫茶、居酒屋での絵談義など

で交流を深めた仲間たちとの思い出にありがとう、乾杯！ 【文： 佐伯 博之】 

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

楽しかった！知らない人ばかりで不安でしたが、絵を見、茶話会をしたりするうちに親しくなり、月曜日がとても楽しみに

なりました。特に心に残っているのは、初めて描いたモデルさんのクロッキーと自画像です。あんなに集中して取り組んだこと

は、最近ありませんでした。皆で行ったスケッチもいい経験でした。どれも個人では出来ない事ばかり！土方先生の授業は

分り易く、すぐ実践してみるのですが、なかなか出来ません。練習を重ねないと・・・を実感した２年間でもありました。卒業し

2015/9/19 向日神社 

歴史・文学を彩る“人々と心”を学ぶ科 ２期生 吹田教室 

歴史・文学を彩る“人々と心”を学ぶ科 ２期生 茨木教室 

キャンバスライフ(美術)科【水彩】 ２期生 高槻教室 
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ても学んだ事を生かしたいと思います。最後に、丁寧にご指導頂いた土方先生、あっち、こっち向いている私達をまとめ、

支えて下さった鈴木、浦上両教務に心からお礼申し上げます。ありがとうございました。 【文： 米田 かよ子】 

 

 

 

私が身に付けたいのは指導力ではなく、興味と好奇心そして仲間づくりです。今回は 1 年間で卒業となり、それが未だ達

成されてない！のに‥残念です。総勢 20 人足らずの豊中教室で、優しい仲間に出会い、ス・テ・キな沢山の作品が仕上り、思

い出が一杯詰まった「ものづくり科」でした。丁寧にご指導下さった松井先生、有難うございました。 

またお会い出来ます事を願っております！ 【文： 藤本 久美子】 

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

４、５月の石粉粘土、苦労して休憩も取らずに仕上げた作品は、今も家に飾っています。

６、７月の染色、染めの日は雨ばかりで残念。新鮮な気持ちと溢れる期待感で楽しく取り

組め、思い描いた色合いになった時は感動しました。石粉粘土・染色・木工と数週間か

けて作りあげた作品は、助け合いながら満足のいく作品に仕上がり思い出一杯、良い

記念となりました。また、単発で習った紙ヒコーキや竹トンボ、ブローチ等、色々習えた事

が良かったです。 

1 年制の為もの足りない面も在りましたが、楽しかったです。もう 1 年続けたい…皆様有難う！ 【文： 中津川 雅三】 

 

 

 

アウトドア科の特徴は、フィールドワークが多く、皆が協力して行動しなければならないため、お互いの親近感が生れ、仲良くな

れた事だと思います。大阪北部の各市から集まった３０名が４班に分かれたのが、まとまるのに丁度よかったと思います。毎

週のように班別あるいは数人のグループに分れて、ニュー・スポーツ、オリエンテーリング、ウォークラリ

ー等を体験しました。更に、阿南の海洋実習でヨットやカヤック等も楽しみ、これまでの生活の延

長では知り合う事もなかった、であろうシニア達と笑ったり、時には悩んだりしつつも 1 年を過

ごす事が出来ました。いつまでも元気に動き回りたいシニア達にとって、良い思い出になり、予

想以上に楽しい 1 年間でした。 【文： 中村 敬司】 

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

受講生になり、未経験なことを沢山経験した。青い芝生で「パークゴルフ」を始めて経験したが、

常に勝敗に追い掛けられ、焦るばかり・・。でも、この先 誘われたら初心者クラスで参加可能か

も・・。山野でポイントを探すオリエンテーリングでは、里山、田舎道を迷いながらも建造物、道標等

発見すると嬉しく歩くことが出来て得意とする分野かな。しかし、水の苦手な私にとって、「海

洋体験は苦痛で、”早く終わって欲しい！” の一言に尽きる」と、悲喜交々。特に楽しんだ事は、

キャンプ、番外編のチャリティ・ランだった。競技ばかりがアウトドアではない。得意な分野を極めれば

人生豊かに健康寿命を延ばせそう。班活動も充実していたし、この 1 年多くの体験をさせて頂いた仲原先生、クラスの仲間

に感謝するばかりだ。 【文： 松岡 季代子】 

 

 

 

役所に講座案内があり、以前から日本史とクラシック音楽に興味を持っており、今回は音楽を受講する事としました。最初に

松本先生の知識の豊富さと音楽に対する情熱が素晴らしく、今後も一層のご活躍を

お祈り致しております。 

講座では、クラシック音楽の歴史とその背景を学ぶ事で、日本の歴史と文化の違い

の大きさを痛感した。世界史に関して歴史年表程度の知識しかなく、音楽を聴く上で

歴史的、文化的背景がとても重要だと教えられ、これからの音楽の聴き方、取組方

に役立てたいと思っています。最後に、楽しい生演奏を数多く聞かせて頂いたアンサ

ンブル・サビーナの皆様、同じ教室の方々、並びに学校関係者の方々に深く感謝いたし

ます。 

この 1 年、本当にありがとうございました。 【文： 雀部 晋作】 

アウトドアを楽しむ科 ３期生 吹田教室 

自然とものづくりを愉しむ科 ３期生 豊中教室 

音楽を楽しく学ぶ科 ３期生 豊中教室 
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● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

あっと言う間の 1 年でした。松本先生の熱意あふれる講義とアンサンブル・サビーナの皆さんによる生演奏を毎回のように楽

しませて頂きました。音楽史について系統だった理解をする機会が少ないのが現状ですが、この講座は数少ない貴重な講

座だと思います。思い付くだけでも、社会との関わりが大きく音楽に影響している事やギリシア神話の理解が欠かせないこと、

イタリアが音楽史に占める大きさなど、多くの事を学ぶ事ができました。オペラについては敬遠していたのですが、興味がわ

いてきたのも成果の一つだと思います。盛り沢山の講義や行事で充実した 1 年となりました。受講生の親睦を深めると共に

刺激を受けることも出来、とても好かったです。 【文： 大霜 清孝】 

 

 

 

講座は「アクティブシニアのすすめ」「ボランティアっておもしろい」の講義からスタート。「地域福祉」「社会貢献」「高齢者」「子育

て」「障がい者」「町づくり」等の多岐に亘る専門講師の座学に留まらず、高齢者施設訪問、傾聴ボランティアロールプレイ、手作

り工作教室等の地域交流活動、更には校外学習とカリキュラムに追われる日々でした。その中で夏季休暇中の班活動での施

設訪問、ふれあい交流祭展示パネル製作等、自主性を問われる楽しい時間も経験できました。「超高齢社会」にあっては団塊

の世代を中心とする我々シニアによる「ボランティア活動の推進」「高齢社会は高齢者

が支える」を学ぶ貴重な時間となりました。 【文： 渋田 孝二】 

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

先日の様に思われた入学式からあと１カ月、入学当初ワークショップ形式に戸惑いを

見せる方もあったが、幸い我が班は皆仲良く行事を進める事が出来た。友情も生ま

れ、クラブも出来つつある。福祉に関る講義は夫々身近に迫る事ばかりであった。 

若い時にこの講義を聞いても人ごとだったと思うが、この年になると、さすがにす

ぐ役立つ事ばかりで、つくづく受講して良かったと思う。知人の介護申請も出来た。

人生をどう終えるか、誰に看取られるか、終の棲家は？少子化や貧困も気になる。多くの方がこの講座を受け自分の出来

る事を見つけ、地域のリーダー格になって、受講した事を実践して行って欲しい。 【文： 岩久 ケイ子】 

 

 
 

 

さて、何が印象に残ったでしょうか？ 絵を描くという事は５０余年前以来ですが、迷いなくキャンバスライフに申込み、もう

一度 絵の世界をのぞいてみようと思いました。やり始めて、すっかり消えていると思っていた灯がかすかに残っているの

を感じました。描く技術はともかく、何よりも物を観る目が一皮むけたように変わりました。多少大げさですが、何もかも新鮮

に見えてきました。かすかな灯が徐々に大きくなっていくような気がします。 

感じたものを、キャンバスの上に具現する事はかなわぬまでも、その感性を少しでも

より豊かに育む事が出来ればと願っております。 【文： 森本 健治】 

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

先輩の紹介で当科を知りました。ただ、油彩画であることを知ったのは入学案内を

貰ってからで、不安一杯の入学でした。絵を描くのは中学の図工以来でしたが色々

と教えて頂き、絵を描く内に徐々に面白くなってきました。最近、余り根を詰めて集

中する事がないので、絵を描く時間は本当に疲れます。そんな時、三木先生の鋭い

突っ込み？や冗句にはホッとすることが度々です。色んな人との交流でお友達が増えました。若い時は何でもガムシャラに

頑張ったものですが、これからは少し余裕を持って楽しい一時を過ごし、卒業後も絵を描くことを趣味と出来るよう、後 1

年頑張ろうと思います。 【文： 神谷 直秀】 

 

 

 

若井先生他４名の先生方のユーモアたっぷりの話し振りや、歯切れのいい話し方、少しアカデミックな雰囲気の有る授業等、

其々特色ある先生方の内容の濃く、充実した講義を受講できました。また、現地探訪や校外学習、見学会、懇親会等を通じて

地域福祉を学ぶ科 ３期生 豊中教室 

１年を振り返って！ 
 

歴史のロマンと謎に迫る科 ３期生 豊中教室 

キャンバスライフ(美術)科 3 期生 吹田教室 
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クラスの皆さまと少しは話しができるようになり、有意義で充実した 1 年でした。クラス全員とはいきませんでしたが、同じ班の

人とはふれあい交流祭や学習成果発表会の準備を通じて随分と打ち解けて話が出来る様になり、良かったと思います。 

２年目は、少しは余裕をもって、クラスミーティングや懇親会等に工夫をこらし、クラス全体の親交を深め、楽しく、有意義な 1 年

となるように努めたいと思っています。 【文： 越智 清行】 

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

1 年間の授業はアッという間に過ぎ去りました。授業について行く事すら大変な程

濃厚・充実した内容でした。若井先生を中心に、水谷、市、狩野、柳沢の５先生夫々に

得意・特長があり、私達の小さな脳（悩）は、常に忙しく、目が回るほど精神を集中し

て聴講しました。春秋の現地探訪ツアーは、日頃の座学から解放され、全員喜々とし

て学び・楽しみ・会食したものでした。近隣への校外学習にも新しい発見がありました。

地元豊中が、歴史的には顕著な存在（地）であり、史跡・名所・旧蹟が豊富にあること、

神戸の山奥にも、古い時代の埋蔵物が開示されている事等、ＯＮＣＣに登校していなければ知りえぬ歴史や事象に数多く出

会う幸福の一時でした。 【文： 井上 輝夫】 

 

 

 

互いに秘めたる思いを胸に希望と不安を持って迎えた 4月の入学式、早くも 1年が過ぎようとしています。裏先生と若井

先生の楽しい迫力のある講義を受講でき最高に幸せでした。校外学習では沢山の神社仏閣を巡り知見を拡大し、ルーム講

座では地域の高年齢者への気配りと配慮を痛感し社会活動参加への重要性を再認識した。広報は、少しでもクラス全員が

柔らか頭を維持し、交流の輪の広がりを念頭に編集しましたが如何だったでしょうか。1 年経過し感じた事は、若いなあと思

った人が案外お年を召されており、やはり心と気の持ち方が大切と感じました。1 年間、本当に有難うございました。裏先生、

若井先生そして皆さん、次年度も宜しくお願い致します。 【文： 広報担当一同】 

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

初年度も終わりに近づき、この 1 年を振り返ってみます。若井先生の歴史、裏先生

の文学をほぼ同じ時代を同時進行で教えて頂きました。若井先生の軽妙洒脱なお

話、裏先生の博識と話術に依って、同じ事柄も新鮮に聞こえたのは、両先生のお力の

賜物です。平安時代まで教わりましたが、古代からの豪族が、事件が起きる度に次々

と没落して行き、逆に事件の度にのし上がる藤原氏の凄さ、実権を失い傀儡化して

も権威を持って今に続く天皇が興味深い事でした。校外学習では大神神社の社殿奥迄入れ、業平ゆかりの地を訪れ、皆で

歩き回ったのも楽しい思い出です。両先生、あと 1 年宜しくお願いします。 【文： 小山 哲夫】 

 

 

 

最初の講義で、「紙カップを白く撮影しなさい」と大坪先生から言われ、全員「ウーﾝ!」

と唸って始まったカメラ科、もう 1 年になります。初心者からベテランまで幅広い人

が集まり、授業が難しくて分からない、理論はいいからもっと撮影実習の時間を増

やして欲しい等、色々な意見が飛び交いました。クラス揃って奈良での野外撮影、夏

休みを利用した班単位の撮影会やその後の反省会で、初心者はベテランにカメラの

扱いを聞く等、お互いに仲間意識を深めつつ、コミュニケーションを図ってきました。 

２年目はこれまでの基礎的な講義を土台に実践的な撮影実習が多く組み込まれる

と聞きます。誰でも簡単に扱えるカメラですが、一味違った個性的な表現をどう写し込むか、益々楽しくなりそうです。 

【文： 畠中 達】 

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

期待と不安を抱いて入学し、1 年が過ぎようとしている。初心者からベテランまでいる受講生も夫々自分に課したスキルアッ

プが出来たと思う。カメラの基礎的操作、画面構成、シャッターチャンスに加えてただ撮るだけではなく、その時直観的に感じ

た事を写し出すことが大切だと教わりました。十人いれば十の感じ方があり、夫々にその思いを写し出せる様、日々精進し

なければと思っている。作品のタイトルも撮影時にしっかり狙いを定め、被写体の何に魅かれ、どう表現したか、時間を置か

ずに文言にし、被写体から思い浮かぶ素敵な言葉を付けると、見る人の連想が広がり、作品が立体的に見えるのだと教わ

りました。来期もしっかり学び、自分が嬉しくなるような写真が撮れるようになりたいです。 【文： 戸野 清子】 

歴史･文学の人と心を学ぶ科 ３期生 高槻教室 

カメラ・フォトグラフ科 ３期生 茨木教室 
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平成 27 年 11 月 27 日素晴らしい晴天に恵まれ、ＯＮＣＣ設立３周年記念「講演と音楽の集い」を、豊中市立アクア

文化ホールにて、400 名近いご来場をいただき、盛大に開催することができました。 

公務ご多忙の中を、駆けつけてくださった豊中市長の淺利敬一郎様からＯＮＣＣへの温か

いご祝辞を頂いて開演しました。 

第 1 部は、日本モンゴル文化経済交流協会会長の佐藤紀子先生に、映像を見ながら

「その昔、群雄割拠となったモンゴルはいま」というテーマで語っていただきました。 

ゆったりとしたお話を聞きながら、心は壮大なモンゴルの大地を駆け巡り、平和の大切さ

を噛み締めることができました。 

第 2 部では、華やかな民族衣装をまとったサウガゲレルさん（モンゴル国功労章受章

者）とバストレンさん（元エルデネット市民族歌舞団専属演奏者）のお二人から

世界文化遺産に登録されている、「馬頭琴、リンベ、ホーミー、モンゴル長唄等 

１３曲」もの演奏を聴かせていただきました。 

満席の会場は、迫力と華麗な演奏と歌声に魅了され、佐藤先生が 1 曲ごと解

説をしてくださったことで、モンゴル国への憧れが増幅され、今度はモンゴルの

草原で聴いてみたいなと思われた方も多かったことでしょう。 

ご来場いただきました皆さまに感謝申し上げますともに、変わらぬご支援を

お願いいたします。  

 

 
 
 

 

 

 

 

 
    平成 28 年度は、３期生２年目の４学科と 4 期生８学科の１２学科・受講生 510 名で開講します。 

 

学 科 教室・曜日 学 科 教室・曜日 

３期生 
キャンバスライフ［美術］科 吹田市・月 歴史・文学の人と心を学ぶ科 高槻市・火 

歴史のロマンと謎に迫る科 豊中市・火 カメラ ・フォトグラフ科 茨木市・木 

 

４期生 

大阪府シルバーアドバイザー養成講座 

地域福祉を学ぶ科 
豊中市・木 健康とアウトドア科 吹田市・木 

キャンバスライフ［水彩］科 高槻市・月 西国街道の史跡を訪ねる科 豊中市・木 

音楽を楽しく学ぶ科 摂津市・月 歴史と古典文学を学ぶ科 豊中市・金 

先人の知恵から学ぶ考古学科 吹田市・月 歴史のロマンと謎に迫る科 茨木市・金 

佐藤紀子先生 

 編集後記 当カレッジの設立来、生涯学習に対する助言ならびに大学提携授業の基盤づくりにご尽力いただい

た李教授と舩本理事長に熱い思いを語っていただきました。 

今後も、ご支援をいただいている関係各位にご登場をお願いできればと思っています。 

 本号から「編集委員会」を通じて、記事内容の充実を図りながら、皆さまにタイムリーに活動状況をお知らせして

まいります。 ３月・６月・１０月の年３回発行の予定です。 （佐保田） 

 
 
 

ＯＮＣＣ設立３周年記念 盛会に開催 

平成 28 年度「学科の概要」 

淺利豊中市長 

https://onedrive.live.com/redir.aspx?cid=1fa9455557b6a85b&page=play&resid=1FA9455557B6A85B!3645&parId=1FA9455557B6A85B!3644&type=1&Bsrc=Photomail&Bpub=SDX.Photos&authkey=!AJQ53iTJ3kWG974

